
● 春林軒紫雲膏とは 

紫根・当帰・ミツロウ・ごま油の４種類の原料から造られた漢方薬です。 

自然に存在する原料だけで作られ、人工的に合成した化学薬品は使用しておりませんので 

小さなお子様にも使用して頂けます。 

 

● 紫雲膏の名前の由来（一説） 

 紫雲膏は華岡青洲先生考案の処方です。名称の由来について諸説ありますが、 

 青洲先生（通称名「雲平」）が考案しました「紫色の軟膏」と考えれば、的を射た 

名前だと思います。 

 

● 紫雲膏の効果【参考資料：矢数道明著 臨床応用 漢方處方解説 増補改訂版より】 

 紫雲膏は、よく肌を潤し、肉を平らにするというもので、漢方外用剤のうち最も 

 重要なものとされ、原料となる生薬には下記の効果があります。 

 

    当帰(トウキ) 筋肉皮膚を潤す。排膿をよくし、肉芽（にくげ）の発生を促します。 

    紫根(シコン) ムラサキの根で、肉芽の発生を促進します。 

       往年江戸紫と称した紫染料は、この紫根からとったものです。 

 

      【紫雲膏のご注文・お問い合わせは】 

１本 \1,４００(税込) 

一般財団法人  青洲の里 

〒６４９－６６０４ 

和歌山県紀の川市西野山４７３番地 

受付時間：午前９時～午後５時 

     休館日：毎週火曜日（ただし祝祭日は営業し翌日が休館日となります。） 

TEL：０７３６―７５―６００８ 

FAX：０７３６―７５―９３３４ 


